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術前計画 

基準点の設定
X.線画像上において、両側坐骨結節に接する直線を引きます。
この直線は両小転子に到達する長さとします。直線は恥骨結
合に対して垂直でなければなりません。垂直でない場合には、
X.線画像の撮影時の患者の骨盤の傾きを確認する必要があり
ます。坐骨結節の境界が明瞭でなければ、両側閉鎖孔下部ま
たは両側涙痕下端に直線を引く必要があります。患者固有の
解剖学的特徴および機械的特徴を特定し、患者の大腿骨の解
剖学的構造の再建を支援する術前基準点を設定するために、
テンプレーティングが推奨されます。

脚長の決定
適切なサイズの Alteon.Tapered.Wedge.テンプレートを選択
した後、ステムの中心軸と大腿骨髄腔の中心軸が一致し、大
腿骨頭中心が適切な位置になるように、同テンプレートをX
線画像上に設置します。Alteon.Tapered.Wedge.ステムは、
大腿骨近位髄腔のテーパー部と内外側皮質骨で固定を得るデ
ザインになっています。

テンプレートを適切な位置に設置した後、大腿骨頚部の切除
レベルおよび大腿骨頭の中心点をマークします。決定したス
テムのサイズ、オフセット（スタンダードまたはエクステンデッ
ド）、大腿骨頭のオフセットおよび大腿骨頚部の切除レベルを
記録します。

注記：テンプレーティングは術前処置のなかで重要な手順です
が、ガイドとしての役割を果たすのみです。フィット、サイズ、
および軟部組織の緊張に関する最終判断は、ステムのオフセッ
ト、大腿骨頭のオフセットおよびライナーの利用可能なオプ
ションを用いて術中に行うこととなります。

図 1
Alteon Tapered Wedge 

Stem Template
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手術手技の概要



詳細な手術手技

外科的アプローチの目標は、安定性と下肢長を評価し、
関節の運動学機能を回復するために、十分な視野を確
保することです。この手技は、Alteon.Tapered.Wedge.
Femoral.Stemを挿入するための重要な手術ステップとな
ります。寛骨臼カップに固有の重要な手術ステップに関し
ては、適切な寛骨臼に関する手技を参照して下さい。

アプローチおよび骨切り
オステオトミーガイドを大腿骨長軸に合わせて、術前テン
プレーティングで決定した大腿骨の切除レベルをマークし
ます（図 2）。患者の下肢長、外側オフセットおよび大腿
骨頭の回旋点を再建するために、このレベルで大腿骨頚
部を切除します。

大腿骨髄腔の開口
ボックスオステオトームを用いて海綿骨の楔状部を除
去し、大腿骨髄腔へのエントリーポイントを作成します
（図 3）。このボックスオステオトームは、ブローチ挿入の
軸位置を決定する際にも利用できます。キャナルファイ
ンダー *を使用して大腿骨髄腔にアクセスすることもでき
ます。

大腿骨の処理
ブローチの組み立て / 取り外し
ロック機構を解除し、ブローチハンドル本体をブローチ上
面に接続した後、ロック機構を有効にしてブローチハンド
ルをブローチに取り付けます。取り付けの方向が適切で、
完全に接続していることを確認します。器械の取り付けが
正しく行われるように注意する必要があります。

* 注記：キャナルファインダーは非常に鋭利なため、取り
扱いにはご注意下さい。

SURGICAL TIPS
オステオトミーガイドを使用する前に、寛骨臼から前方骨棘
を切除します。この時点で、大腿骨頭の中心が確認できます。

SURGICAL TIPS
ボックスオステオトームおよびキャナルファインダーは、使用
前にモジュラーハンドルを用いて組み立てておきます。これ
らのツールがモジュラーハンドルに正しくロックされているこ
とを確認して下さい。
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図 2
大腿骨の骨切り

図 3
大腿骨髄腔の開口



ブローチング
最小サイズのサイズ 1 からスタートし、適切な前捻を加
えて最終サイズまで段階的にブローチングを行います。
ブローチの最終サイズで軸方向の安定性が得られたら、
仮整復を行うためにブローチからブローチハンドルを外し
ます（図 4）。

カルカーの処理（オプション）
カルカープレーナーを使用し、打ち込んだブローチよりも
上方に突出した骨を除去できます（図 5）。

試験整復
トライアルコンポーネントの挿入
適切なネックトライアルをブローチに設置します。この時、
確実に正しいサイズおよびオフセット（Standardまたは
Extended）のネックトライアルを選択します。ネックトラ
イアルの挿入時には、サイズおよびオフセットのエッチン
グマークが外側にあることを確認します。適切なネックト
ライアルを選択し、試験整復のために組み立てます（図 6）。

トライアルコンポーネントの抜去
インプラントを挿入するための最終コンポーネントを決定
します。股関節を脱臼させて、トライアルコンポーネント
を抜去します。ブローチハンドルをブローチ.に再度取り付
けて、トライアルコンポーネントを抜去します。

SURGICAL TIPS
適切なステムサイズを準備している際に抵抗を感じた場合
は、1サイズ小さなブローチに戻して再度ブローチングを行
います。次のサイズのブローチまたは最終インプラントの位
置決めを補助するために、術中にキャナルファインダーを使
用可能です。

SURGICAL TIPS
カルカープレーナーは、カルカープレーナーレンチを用いて、
分解可能です（図 5）。

SURGICAL TIPS
ブローチおよびネックトライアルは、指定されたサイズのブ
ローチのみ、対応するネックトライアルに結合するように設
計されています。
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図 4
大腿骨の処理

図 5
カルカーの処理

図 6
試験整復
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大腿骨ステムの設置
ステムの挿入
適切な大腿骨ステムを選択し、回旋アライメント、バージョ
ン、および深さが正しいことを確認したうえで、ステムイ
ンサーターを用いてステムを打ち込みます。大腿骨への打
ち込み時には、必要に応じて骨をインプラントに合わせて
調整します（図7）。最終大腿骨ステムおよびフェモラルヘッ
ドトライアルを用いて、再度試験整復することができます。

大腿骨頭の打ち込み
大腿骨ステムのテーパー部を洗浄し、乾燥させます。選択
した大腿骨頭コンポーネントを大腿骨ステムのテーパー部
に設置し、フェモラルヘッドインパクターを用いて固定し
ます。

最終整復
股関節を整復し、脚長、可動域および安定性を最終確認
します。

インプラントの抜去
術中にインプラントを抜去する必要が生じた場合はブロー
チハンドルにステムエクストラクターを取り付けます。

縫合
任意の方法で縫合します。

SURGICAL TIPS
ステムインサーターおよびフェモラルヘッドインパクターは、
使用前にモジュラーハンドルを用いて組み立てておきます。
これらのツールがモジュラーハンドルに正しくロックされてい
ることをご確認下さい。

SURGICAL TIPS
エクストラクターは大腿骨ステム中心の直線上に位置してい
なければなりません。エクストラクターを使用し大腿骨頚部
から抜去する場合、エクストラクターが大腿骨ステム中心の
直線上に位置することをご確認ください。

図 7
大腿骨ステムの設置



  
サイズ

A

M/L ෯

B

ステム௕
(mm)

C
オフセット௕ (mm)

D
ωック௕ (mm)

E
ਨ௚オフセット௕ (mm)

 

-3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10

1 4.5* 100 31.4 34.1 36.7 39.4 41.6

26.5 30.0 33.5 36.9 39.9 27.2 29.5 31.8 34.1 36.1
2 5.25* 103 31.9 34.6 37.2 39.9 42.1

3 6.0* 106 32.4 35.1 37.7 40.4 42.6

4 6.75* 109 32.9 35.6 38.2 40.9 43.1

5 7.5 112 35.1 37.7 40.3 43.0 45.2

29.0 32.5 36.0 39.4 42.4 29.1 31.4 33.7 36.0 38.06 8.5 115 35.6 38.2 40.8 43.5 45.7

7 9.5 118 36.1 38.7 41.3 44.0 46.2

8 10.5 121 38.3 40.9 43.6 46.2 48.5

31.5 35.0 38.5 41.9 44.9 30.9 33.2 35.5 37.8 39.89 11.5 124 38.8 41.4 44.1 46.7 49.0

10 12.5 127 39.4 42.0 44.7 47.3 49.6

11 13.5 130 41.9 44.6 47.2 49.9 52.1

34.0 37.5 41.0 44.4 47.4 32.7 35.0 37.3 39.6 41.6

12 14.75 133 42.7 45.4 48.0 50.7 52.9

13 16.0 136 43.7 46.4 49.0 51.7 53.9

14 17.25 139 44.7 47.4 50.0 52.7 54.9

15 18.5 142 45.7 48.4 51.0 53.7 55.9

サイズ

A

M/L ෯

B

ステム௕
(mm)

C
オフセット௕ (mm)

D
ωック௕ (mm)

E
ਨ௚オフセット௕ (mm)

   

-3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10

1 4.5* 100 37.5 40.1 42.7 45.4 47.6

30.6 34.0 37.5 41.0 44.0 27.2 29.5 31.8 34.1 36.1
2 5.25* 103 38.0 40.6 43.2 45.9 48.1

3 6.0* 106 38.5 41.1 43.7 46.4 48.6

4 6.75* 109 39.0 41.6 44.2 46.9 49.1

5 7.5 112 41.1 43.7 46.3 49.0 51.2

33.0 36.5 40.0 43.5 46.4 29.1 31.4 33.7 36.0 38.06 8.5 115 41.6 44.2 46.8 49.5 51.7

7 9.5 118 42.1 44.7 47.3 50.0 52.2

8 10.5 121 44.3 46.9 49.5 52.2 54.4

35.5 39.0 42.5 45.9 48.9 30.9 33.2 35.5 37.8 39.89 11.5 124 44.8 47.4 50.0 52.7 54.9

10 12.5 127 45.4 48.0 50.6 53.3 55.5

11 13.5 130 48.0 50.6 53.2 55.9 58.1

38.1 41.5 45.0 48.5 51.5 32.7 35.0 37.3 39.6 41.6

12 14.75 133 48.8 51.4 54.0 56.7 58.9

13 16.0 136 49.8 52.4 55.0 57.7 59.9

14 17.25 139 50.8 53.4 56.0 58.7 60.9

15 18.5 142 51.8 54.4 57.0 59.7 61.9

スタンダード�オフセット

エクステンデッド�オフセット

SYSTEM SPECIFICATIONS AND IMPLANT ORDERING INFORMATION
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* 遠位部の M/L 幅



IMPLANT ORDERING INFORMATION

ステムサイズ スタンダードオフセット エクステンデッド
オフセット

1 188-00-01 188-01-01
2 188-00-02 188-01-02
3 188-00-03 188-01-03
4 188-00-04 188-01-04
5 188-00-05 188-01-05
6 188-00-06 188-01-06
7 188-00-07 188-01-07
8 188-00-08 188-01-08
9 188-00-09 188-01-09
10 188-00-10 188-01-10
11 188-00-11 188-01-11
12 188-00-12 188-01-12
13 188-00-13 188-01-13
14 188-00-14 188-01-14
15 188-00-15 188-01-15

ൢɹചɹ໊ɹ"lUePO TaQeSeE 8eEHe εςϜ
ঝೝ൪߸ɹ22�00#;90008�000

ൢɹചɹ໊ɹ"lUePOखज़ثց
ಧग़൪߸ɹ13#191005�&9102�

  
サイズ

A

M/L ෯

B

ステム௕
(mm)

C
オフセット௕ (mm)

D
ωック௕ (mm)

E
ਨ௚オフセット௕ (mm)

 

-3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10

1 4.5* 100 31.4 34.1 36.7 39.4 41.6

26.5 30.0 33.5 36.9 39.9 27.2 29.5 31.8 34.1 36.1
2 5.25* 103 31.9 34.6 37.2 39.9 42.1

3 6.0* 106 32.4 35.1 37.7 40.4 42.6

4 6.75* 109 32.9 35.6 38.2 40.9 43.1

5 7.5 112 35.1 37.7 40.3 43.0 45.2

29.0 32.5 36.0 39.4 42.4 29.1 31.4 33.7 36.0 38.06 8.5 115 35.6 38.2 40.8 43.5 45.7

7 9.5 118 36.1 38.7 41.3 44.0 46.2

8 10.5 121 38.3 40.9 43.6 46.2 48.5

31.5 35.0 38.5 41.9 44.9 30.9 33.2 35.5 37.8 39.89 11.5 124 38.8 41.4 44.1 46.7 49.0

10 12.5 127 39.4 42.0 44.7 47.3 49.6

11 13.5 130 41.9 44.6 47.2 49.9 52.1

34.0 37.5 41.0 44.4 47.4 32.7 35.0 37.3 39.6 41.6

12 14.75 133 42.7 45.4 48.0 50.7 52.9

13 16.0 136 43.7 46.4 49.0 51.7 53.9

14 17.25 139 44.7 47.4 50.0 52.7 54.9

15 18.5 142 45.7 48.4 51.0 53.7 55.9

サイズ

A

M/L ෯

B

ステム௕
(mm)

C
オフセット௕ (mm)

D
ωック௕ (mm)

E
ਨ௚オフセット௕ (mm)

   

-3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10 -3.5 0 3.5 7 10

1 4.5* 100 37.5 40.1 42.7 45.4 47.6

30.6 34.0 37.5 41.0 44.0 27.2 29.5 31.8 34.1 36.1
2 5.25* 103 38.0 40.6 43.2 45.9 48.1

3 6.0* 106 38.5 41.1 43.7 46.4 48.6

4 6.75* 109 39.0 41.6 44.2 46.9 49.1

5 7.5 112 41.1 43.7 46.3 49.0 51.2

33.0 36.5 40.0 43.5 46.4 29.1 31.4 33.7 36.0 38.06 8.5 115 41.6 44.2 46.8 49.5 51.7

7 9.5 118 42.1 44.7 47.3 50.0 52.2

8 10.5 121 44.3 46.9 49.5 52.2 54.4

35.5 39.0 42.5 45.9 48.9 30.9 33.2 35.5 37.8 39.89 11.5 124 44.8 47.4 50.0 52.7 54.9

10 12.5 127 45.4 48.0 50.6 53.3 55.5

11 13.5 130 48.0 50.6 53.2 55.9 58.1

38.1 41.5 45.0 48.5 51.5 32.7 35.0 37.3 39.6 41.6

12 14.75 133 48.8 51.4 54.0 56.7 58.9

13 16.0 136 49.8 52.4 55.0 57.7 59.9

14 17.25 139 50.8 53.4 56.0 58.7 60.9

15 18.5 142 51.8 54.4 57.0 59.7 61.9

スタンダード�オフセット

エクステンデッド�オフセット

SYSTEM SPECIFICATIONS AND IMPLANT ORDERING INFORMATION
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